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我々は電子飛跡検出型コンプトン望遠鏡によりＭＥＶγ線に初めて Point Spread Function（ＰＳＦ）の定義を
可能にし、高精度な感度計 算を可能にした。さらにこのＰＳＦを用いてＸ線望遠鏡のよう な高感度イメージン
グ核分光を実現、従来のコーデッドマスク、コンプトンカメラの１桁以上高感 度な観測が可能に なる。その実験
的実証とこれにより期待できる宇宙での核物理学観測を紹介する。特に数年後に実現可能な極域長時間気球でも
可能な銀河面核ガンマ線観測につ いて詳しく報告する。


